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循環器疾患とは

3

・⼼臓・⾎管に関わる病気

・⾎管へのダメージが蓄積することによって発症

・⼤きく分けて２つの病態

1. ⾎管が破れる。

2. ⾎管が詰まる。



⽇本⼈の死因と循環器疾患 ⼈⼝動態統計より
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粗死亡率の推移

結核 悪性新生物＜腫瘍＞ 糖尿病 高血圧性疾患 心疾患（高血圧性を除く）

脳血管疾患 肺炎 慢性気管支炎及び肺気腫 喘息 胃潰瘍及び十二指腸潰瘍

肝疾患 腎不全 老衰 不慮の事故 自殺

感染症の時代

脳卒中の時代

悪性新生物の時代

1950年代から1980年頃まで
⽇本⼈の死因の1位は脳⾎管疾患

⼼疾患は悪性新⽣物に
次いで2位

⼼疾患・脳⾎管疾患で
⽇本⼈の死因の約1/5

悪性新⽣物は1/4

参考︓厚⽣労働省「⼈⼝動態統計」より改変作図



何が⾼齢者の⾃⽴を阻害しているのか︖
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参考︓厚⽣労働省「国⺠⽣活基礎調査」より改変作図



主な脳⾎管疾患の分類と成因
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コレステロールは低すぎると
⾎管が破れやすくなり、
⾼すぎると⾎管が詰まりやすくなる。

糖尿病も⾎管がつまる⽅向性。
（特に細い⾎管
→眼・腎臓・末梢神経など）

⾼⾎圧は破れる・詰まるに影響。
喫煙も同様。

「⼩⼭洋,⼤久保孝義:循環器系の疾患の予防,
シンプル衛⽣公衆衛⽣学2022(⼩⼭ 洋監修,辻 ⼀郎,上島通浩編集）
,p.111,2022,南江堂」より許諾を得て転載
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危険因⼦を持っていなければ何％が予防できるか
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循環器疾患発症
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1
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2.33

循環器疾患死亡

Atherosclerosis Risk In Community study, 45-64 years N=14,162 13 y follow-up

危険因⼦が1つも無ければ・・・

約80％が予防できる。

⾎圧(mmHg)

ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー

Hozawa A, et al. Archives of Internal Medicine 2007.



RCTによる⾎圧の降下度と
循環器疾患の発症の関連のメタアナリシス
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どのような降圧⽅法でも、若年でも、⾼齢でも、
5mmHg収縮期⾎圧を下げることで、
10％循環器疾患のMajor eventを抑制することができる。

BMJ . 2008 May 17;336(7653):1121-3.

循環器疾患の罹患リスクを減らすためには①

循環器疾患イベント収縮期⾎圧を５mmHg低下

ー１０％



循環器疾患の罹患リスクを減らすためには②
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⾼LDL⾎症患者にスタチン治療を⾏う利益

1mmol/Lあたり⼼⾎管疾患イベントリスクは21％減になる。

The Lancet.2005 Oct 8:366(9493):1267-78

循環器疾患イベント

ー２１％

⾼LDL⾎症患者



⼼⾎管疾患のイベントリスクの原因
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⾼⾎圧

⾼コレステロール⾎症

糖尿病

喫煙

遺伝要因

CVD



動脈硬化の予防＝脳⾎管疾患・⼼臓病にならないためには
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・⾎圧を上げない

・コレステロールを上げない

・糖尿病にならない

・タバコを吸わない

若い頃からの徹底が必要︕︕

動脈硬化の予防とがんの予防は⼀緒である



⽇本⼈のためのがん予防法
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・喫煙・・・たばこは吸わない。
他⼈のたばこの煙をできるだけ避ける。

・飲酒・・・飲むなら、節度のある飲酒をする。
・⾷事・・・⾷事は偏らずバランスよくとる。

＊ 塩蔵⾷品、⾷塩の摂取は最⼩限にする。
＊ 野菜や果物不⾜にならない。
＊ 加⼯⾁、⾚⾁（⽜・豚・⽺など）はとり過ぎないようにする。
＊ 飲⾷物を熱い状態でとらない。

・⾝体活動・・・⽇常⽣活を活動的に過ごす。
・体型・・・成⼈期での体重を適正な範囲に維持する。
・感染・・・肝炎ウイルス感染の有無を知り、感染している場合は

その治療の措置をとる。

―現状において⽇本⼈に推奨できる科学的根拠に基づくがん予防法― 

http://ganjoho.jp/public/pre_scr/prevention/evidence_based.html
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しかし、⽣活に気を付けていても⾎圧・糖尿病になりやすい⼈もいる
遺伝リスクスコア、⽣活習慣スコアの組み合わせと糖尿病有病の関連
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バイオバンクジャパンの公開している糖尿病の遺伝⼦サマリーデータをもとに
多遺伝⼦リスクスコアを計算 ⽣活習慣は肥満・喫煙・⾝体不活発・GGTで点数化

多遺伝⼦リスクスコアに関わらず⽣活習慣に気を使ってい
ると糖尿病有病率を抑えられる
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多遺伝⼦リスクスコアが低値でも⽣活習慣が不良だと
糖尿病有病率が⾼くなる

バイオバンクジャパンの公開している糖尿病の遺伝⼦サマリーデータをもとに
多遺伝⼦リスクスコアを計算 ⽣活習慣は肥満・喫煙・⾝体不活発・GGTで点数化

Takase M et al., J Atheroscler Thromb, 2023, Online ahead of print.
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循環器疾患に着⽬したロールプレイ
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【基本情報】
BMI︓23.2
⾎圧︓142/90mmHg
既往歴・治療中の疾患︓なし
家族歴︓⼼房細動
気になる疾患︓⼼房細動

【⾎液検査】
中性脂肪︓140mg/dL
LDLコレステロール︓120mg/dL
HDLコレステロール︓54mg/dL
⾎糖︓100mg/dL(空腹時)

【⽇常⽣活】
喫煙︓しない
お酒︓飲まない
運動︓定期的な運動習慣なし

40代男性

遺伝学的検査結果
【体質】

アルコール紅潮反応︓リスクホモ
【リスクの⾼い疾患】

本態性⾼⾎圧
⼼房細動
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それは⼼配になりますよね。
Aさんの場合、⾎圧を下げることと減塩することが

⼼臓⾎管疾患の予防に効果的です。
⾎圧が⾼めのようですね。

病院に受診されたことはありますか︖

気になる疾患に⼼房細動があがっていますね。

とりあえず、塩分を控えましょうと
医者から⾔われてたんですが・・・
仕事が忙しくて、ラーメンは⾷べちゃうし・・・
残業続きで忙しくて・・・

⺟親が⼼房細動があって、リスクの⾼い疾患に
⼼房細動が上がってるので⾃分⾃⾝もそうなる
のではないかと不安になってしまって・・・
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ラーメンは美味しいですよね。
お仕事が忙しいと、なかなか気をつけるのは

⼤変ですよね。毎⽇お疲れ様です。
ラーメンのスープを全部飲まないということは

塩分を控えることにつながります。

ありがとうございます。
ラーメンはスープが⼀番美味しいんですよね。
他に簡単にできる予防⽅法があれば
教えてください。すみません・・・

スープ美味しいですよね。
残業が多いと聞きましたが、夜は眠れていますか︖

仕事で忙しくて・・・
最近は5時間くらいかな。
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それは⼤変ですね。
7時間程度だと8時間以上寝てる⼈よりも⼼房細動の

リスクは1.5倍に⾼まるというものになります。
少しでも7時間に睡眠時間を近づけられるといいですね。

睡眠時間をできるだけ確保できるように
頑張ってみようかな。
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TAKE HOME MESSAGE
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l脳⾎管疾患・⼼臓病は⾼⾎圧・⾼コレステロール⾎症・糖尿
病・禁煙で⼤部分が予防できる。

l気を付けるべき⽣活習慣はがん予防と⼀緒、確実にリスクは
下がる。

l⽣活習慣に気を付けていても体質的に⾼⾎圧・⾼コレステロー
ル⾎症・糖尿病になりやすい⼈はいるので健診はしっかり受診す
る。

lきちんと治療すれば脳⾎管疾患・⼼臓病は予防できるので
⾼⾎圧・⾼コレステロール⾎症・糖尿病はしっかり管理する。

⽣活習慣での改善が難しければ内服できちんと管理しましょう!


